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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作ワイヤーが進退自在に通された可撓性シースの後端部に、前記操作ワイヤーを進退
操作するための操作部が連結されて、高周波電源コードを接続するための電源コード接続
端子が前記操作部に配置され、前記電源コード接続端子に前記高周波電源コードを接続す
ることにより、前記可撓性シースの先端側に配置された先端電極に高周波電流を通電させ
ることができるようにした内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、
　前記可撓性シースに導電性コイルパイプが用いられて、
　前記電源コード接続端子が、前記導電性コイルパイプの後端部分と電気的に常に導通す
る状態で、前記操作ワイヤーの軸周りに回転自在に前記操作部に配置され、
　前記操作部に対する前記電源コード接続端子の向きに係わらず、前記可撓性シースを構
成する導電性コイルパイプを経由して前記先端電極に高周波電流を通電させることができ
ることを特徴とする内視鏡用モノポーラ型高周波処置具。
【請求項２】
　請求項１に記載された内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、前記先端電極が前
記可撓性シースの先端部分に可動に配置されていて、前記操作ワイヤーを前記操作部で進
退操作することにより前記先端電極が動作し、その先端電極に対して前記可撓性シースを
構成する導電性コイルパイプを経由して高周波電流が通電される内視鏡用モノポーラ型高
周波処置具。
【請求項３】
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　請求項１又は２に記載された内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、前記導電性
コイルパイプの外周面に電気絶縁性の外皮が被覆されている内視鏡用モノポーラ型高周波
処置具。
【請求項４】
　請求項１、２又は３に記載された内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、前記導
電性コイルパイプの後端に取り付けられた導電性の連結パイプが前記操作部に連結され、
前記電源コード接続端子が、前記連結パイプの外周面に常に電気的に導通する状態で前記
連結パイプの中心軸周りに回転自在に配置されている内視鏡用モノポーラ型高周波処置具
。
【請求項５】
　請求項４に記載された内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、前記操作部に対す
る前記電源コード接続端子の向きに係わらず前記連結パイプの外周面に常に接触する板ば
ね製の導電接片が、前記電源コード接続端子に設けられている内視鏡用モノポーラ型高周
波処置具。
【請求項６】
　請求項４又は５に記載された内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、前記連結パ
イプが前記操作部に回転不能に連結されている内視鏡用モノポーラ型高周波処置具。
【請求項７】
　請求項４又は５に記載された内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、前記連結パ
イプが中心軸周りに回転自在に前記操作部に連結されている内視鏡用モノポーラ型高周波
処置具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用モノポーラ型高周波処置具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用モノポーラ型高周波処置具においては一般に、操作部に配置された単極の電源
コード接続端子に高周波電源コードを接続することにより、可撓性シースの先端に配置さ
れた先端電極に高周波電流を通電させることができるようになっている（例えば、特許文
献１）。
　しかし、そのような高周波処置具の場合、先端電極の向きを変えるために操作部を回転
させると高周波電源コードが操作部にからみついて操作性を著しく阻害してしまう。そこ
で、電源コード接続端子を操作部の後端に後方に向けて配置することで、高周波電源コー
ドのからみつきを防止したもの等もある（例えば、特許文献２）。
【特許文献１】　特開２００８－４９１０４号公報　図２
【特許文献２】　特開２００５－１９８７３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献２に記載された発明のように、電源コード接続端子を操作部の後端に後方に向
けて配置することで、操作部を回転させても高周波電源コードがからみつかないようにす
ることができる。しかし、そのような構成では操作部から操作者の方に向かって高周波電
源コードが延出するので、高周波電源コードそのものが常時操作の妨げになってしまう問
題がある。
【０００４】
　本発明はそのような問題を解決するためになされたものであり、必要に応じて操作部を
回転させても高周波電源コードが操作部にからみつかず、しかも操作性がよく、且つ先端
電極への通電性が安定している内視鏡用モノポーラ型高周波処置具を提供することを目的
とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　操作ワイヤーが進退自在に通された可撓性シースの後端部に、操作ワイヤーを進退操作
するための操作部が連結されて、高周波電源コードを接続するための電源コード接続端子
が操作部に配置され、電源コード接続端子に高周波電源コードを接続することにより、可
撓性シースの先端側に配置された先端電極に高周波電流を通電させることができるように
した内視鏡用モノポーラ型高周波処置具において、可撓性シースに導電性コイルパイプが
用いられて、電源コード接続端子が、導電性コイルパイプの後端部分と電気的に常に導通
する状態で、操作ワイヤーの軸周りに回転自在に操作部に配置され、操作部に対する電源
コード接続端子の向きに係わらず、可撓性シースを構成する導電性コイルパイプを経由し
て先端電極に高周波電流を通電させることができる。
【０００６】
　なお、先端電極が可撓性シースの先端部分に可動に配置されていて、操作ワイヤーを操
作部で進退操作することにより先端電極が動作し、その先端電極に対して可撓性シースを
構成する導電性コイルパイプを経由して高周波電流が通電されるようにしてもよく、導電
性コイルパイプの外周面に電気絶縁性の外皮が被覆されていてもよい。
　また、導電性コイルパイプの後端に取り付けられた導電性の連結パイプが操作部に連結
され、電源コード接続端子が、連結パイプの外周面に常に電気的に導通する状態で連結パ
イプの中心軸周りに回転自在に配置されていてもよく、操作部に対する電源コード接続端
子の向きに係わらず連結パイプの外周面に常に接触する板ばね製の導電接片が、電源コー
ド接続端子に設けられていてもよい。また、連結パイプが操作部に回転不能に連結されて
いてもよく、連結パイプが中心軸周りに回転自在に操作部に連結されていてもよい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の内視鏡用モノポーラ型高周波処置具によれば、可撓性シースに導電性コイルパ
イプが用いられて、電源コード接続端子が、導電性コイルパイプの後端部分と電気的に常
に導通する状態で、操作ワイヤーの軸周りに回転自在に操作部に配置されていることによ
り、操作部に対する電源コード接続端子の向きに係わらず、可撓性シースを構成する導電
性コイルパイプを経由して先端電極に高周波電流を通電させることができ、その結果、必
要に応じて操作部を回転させても高周波電源コードが操作部にからみつかず、しかも操作
性がよく、且つ先端電極への通電性が安定している格別の効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を具体的に説明する。
　図２は内視鏡用モノポーラ型高周波処置具の全体構成を示している。１は、図示されて
いない内視鏡の処置具案内管内に挿脱される可撓性シースであり、可撓性シース１内に通
された操作ワイヤー２を可撓性シース１の後端に連結された操作部１０から進退させるこ
とにより、可撓性シース１の先端に可動に配置された一対の先端電極３が前方に向かって
開閉動作をするように構成されている。ただし、先端電極３が開閉動作以外の動作をする
タイプのものであってもよい。
【０００９】
　可撓性シース１の後端部は、手で直接触れる可能性のある部分に金属露出部のない操作
部１０を構成する電気絶縁材からなる操作部本体１１の先端部分に連結されている。１ｚ
は、可撓性シース１の後端部分が操作部本体１１との連結部付近で急激に折れ曲がって破
損するのを防止するために、可撓性シース１の後端付近を囲んで配置された電気絶縁材か
らなる折れ止めチューブである。操作ワイヤー２の後端が連結されたスライド操作部材１
２は、操作部本体１１に沿ってスライド自在に配置されており、スライド操作部材１２を
矢印Ｘで示されるように進退操作することにより、可撓性シース１内で操作ワイヤー２が
進退して、矢印Ｙで示されるように可撓性シース１の先端で先端電極３を開閉させること
ができる。なお、操作部１０においては、操作ワイヤー２が押し込み操作時に座屈しない
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よう、ステンレスパイプ製の補強パイプ９が操作ワイヤー２に被覆されている。１３は、
高周波電源コード３０を接続するために操作部本体１１の先端部分に側方に向けて配置さ
れた電源コード接続端子であり、電源コード接続端子１３に高周波電源コード３０を接続
することにより、先端電極３に高周波電流を通電させることができる。
【００１０】
　図３は可撓性シース１の先端部分を示している。可撓性シース１は、全範囲において、
導電性のあるステンレス鋼線を一定の径で密着巻きした導電性コイルパイプ１Ａの外面に
、電気絶縁性の外皮１Ｂを被覆して構成されている。導電性コイルパイプ１Ａの先端には
、導電性金属材からなる略円筒状の先端口金１Ｃが銀ロー付け又は溶接等で一体に取り付
けられ、その先端口金１Ｃが、導電性金属材からなる支持枠体４に中心軸周りに回転自在
に係合している。ただし、先端口金１Ｃが支持枠体４に対して固着されている（或いは、
導電性コイルパイプ１Ａが支持枠体４に直接固着されている）もの等であってもよい。ま
た、この実施例では外皮１Ｂが導電性コイルパイプ１Ａに対して固定的に被覆されている
が、中心軸周りに相対的に回転自在に導電性コイルパイプ１Ａに被覆されたものであって
も差し支えない。
【００１１】
　導電金属材からなる一対の先端電極３は、導電金属材からなる支軸５を中心に前方に向
かって開閉自在に支持枠体４の先端に取り付けられていて、操作ワイヤー２と先端電極３
とが、先端口金１Ｃ、支持枠体４及び支軸５等を介して電気的に導通している。そして、
操作ワイヤー２が操作部１０側からの操作により進退動作をすると、操作ワイヤー２の先
端に連結されたリンク機構６の動作により先端電極３が前方に向かって開閉駆動される。
なお、先端電極３が操作ワイヤー２の先端から突没動作をするような内視鏡用モノポーラ
型高周波処置具であっても差し支えない。
【００１２】
　図１は、操作部１０の先端部分に配置されている電源コード接続端子１３付近を示して
いる。導電性コイルパイプ１Ａの後端には導電金属材からなる連結パイプ１５が真っ直ぐ
に連結固着されていて、その連結パイプ１５の後端部分は、Ａ－Ａ線で切断した状態の断
面図である図４に示されるように、操作部本体１１に対して相対的に回転できないように
キー結合１６等で連結され、導電性コイルパイプ１Ａが操作部本体１１に対して一体的に
つながった状態になっている。ただし、連結パイプ１５が操作部本体１１に対して中心軸
周りに回転自在に連結されて、導電性コイルパイプ１Ａが中心軸周りに回転自在に操作部
本体１１に対してつながっている構成のものであっても差し支えない。
【００１３】
　電源コード接続端子１３には、電気絶縁性のハウジング１７に形成された側面開口部内
に接点ピン１８が側方に向いて配置されて、その接点ピン１８の基端が導電性の板ばね材
からなる導電接片１９に固定的に取り付けられている。ハウジング１７は、操作ワイヤー
２の軸周り（即ち、連結パイプ１５の中心軸周り）に回転自在に連結パイプ１５の周囲を
囲んで配置されていて、連結パイプ１５に対して螺合（又は嵌め込み等で）固定された電
気絶縁材からなる抜け止めナット２０により軸方向への移動が規制されている。したがっ
て、電源コード接続端子１３は、操作部本体１１に対して軸方向には移動できないが、矢
印Ｒで示されるように、連結パイプ１５の中心軸周りには何回転でも回転自在である。
【００１４】
　板ばね材からなる導電接片１９は、Ｂ－Ｂ線で切断した状態の断面図である図５に示さ
れるように、連結パイプ１５の外周面との接触によって少し押し広げられた状態に組み込
まれている。したがって、電源コード接続端子１３が操作部本体１１に対してどの方向を
向いていても導電接片１９が連結パイプ１５の外周面に常に接触して、電源コード接続端
子１３の接点ピン１８と連結パイプ１５とが常に電気的に導通する状態が保たれ、導電性
コイルパイプ１Ａから先端口金１Ｃを経由して先端電極３に高周波電流が通電される。
【００１５】
　このような構成により、電源コード接続端子１３が、導電性コイルパイプ１Ａの後端部
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置されているので、必要に応じて操作部１０を回転させても高周波電源コード３０が操作
部１０にからみつかず、高周波電源コード３０は操作部１０に側方から接続された状態を
保つので操作部１０の操作性が損なわれない。
【００１６】
　また、操作ワイヤー２は操作部本体１１に対して軸方向に進退操作されるものなので、
回転自在に設けられている電源コード接続端子１３と操作ワイヤー２を電気的に導通させ
ようとすると不確実なものになりがちであるが、導電性コイルパイプ１Ａの基端に設けら
れている連結パイプ１５と電源コード接続端子１３との電気的な導通は極めて確実に行わ
れるので、先端電極３に高周波電流を安定して通電させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態の内視鏡用モノポーラ型高周波処置具の電源コード接続端子
付近の側面断面図。
【図２】本発明の実施の形態の内視鏡用モノポーラ型高周波処置具の全体構成図。
【図３】本発明の実施の形態の内視鏡用モノポーラ型高周波処置具の先端部分の側面断面
図。
【図４】本発明の実施の形態において、図１のＡ－Ａ線で切断した状態の断面図。
【図５】本発明の実施の形態において、図１のＢ－Ｂ線で切断した状態の断面図。
【符号の説明】
【００１８】
　１…可撓性シース
　１Ａ…導電性コイルパイプ
　１Ｂ…外皮
　２…操作ワイヤー
　３…先端電極
　１０…操作部
　１１…操作部本体
　１３…電源コード接続端子
　１５…連結パイプ
　１８…接点ピン
　１９…導電接片
　３０…高周波電源コード
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